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ようこそ 
テレダイン・レクロイの HDA125高速デジタル・アナライザをご購入いただきありがとうございます。 

HDA125 は、単一のオシロスコープで複数のミックスド信号を測定するという課題に対応する強力なソリュ

ーションです。Teledyne LeCroy Ziシリーズ・オシロスコープのアクセサリである HDA125は、波形表示ま

たはトリガ用に 9または 18のデジタルチャネルを追加することにより、テスト範囲を拡張します。 

このマニュアルでは、ディスクリート・エレクトロニクス、ロジック・アナライザ、およびテレダイン・レ

クロイのオシロスコープ、特に HDA125で使用するモデルの基本的な知識があることを前提としています。

個々のオシロスコープ機能の詳細はそれらのマニュアルに記載されていますので、必要に応じてご覧くだ

さい。 

欠品または破損している場合は、ただちに最寄りのテレダイン・レクロイ・サービスセンターまたは代理店

にお問い合わせください。ただちにご連絡いただけた場合のみ責任を持って交換をさせていただきます。 

David C. Graef 

Vice President and General Manager, Oscilloscopes 
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はじめに 
HDA125高速デジタル・アナライザは、デジタル捕捉およびトリガ機能をテレダイン・レクロイの Ziシリー

ズ・オシロスコープに追加する完全なシステムです。 

HDA125 は、18 すべての入力チャンネルで 12.5GS/s のサンプリング速度で高速デジタル信号を捕捉するた

めに最適化されています。高い入力感度（最小信号振幅 150mV）と低負荷のオシロスコープ・スタイルの

QuickLinkプローブ・システムにより、高周波アナログ信号の正確なデジタイズが保証されます。 

HDA125 は、デジタル信号と同時にアナログ信号が急増している組み込みシステムのテストに最適です。カ

ーソル、計測パラメータ、ズームなどの標準オシロスコープ・ツールを使用して、信号を簡単にデバッグで

きます。 

HDA125と互換性のあるオシロスコープは、大型で明るいカラーディスプレイを備えており、信号を表示し、

情報をすばやく記録および配信するために必要なすべての接続機能とドキュメント機能を備えています。 

互換性 
HDA125 は LabMaster 9Zi、10Zi システム、および LBUS を備えた WaveMaster 8Zi、WavePro 7Zi および

WaveRunner 6Ziシリーズ・オシロスコープと互換性があります。 

WaveRunner 8000、HDO、MDA、WaveSurfer 3000または他の旧モデル・オシロスコープとは互換性がありま

せん。 

仕様 
詳細な仕様は teledynelecroy.comの製品ページをご覧ください。仕様は予告無く変更される場合がありま

す。 

動作環境 
温度： 5～40°C 

湿度： 温度が摂氏 31℃までの場合は最大相対湿度 80% 40℃で相対湿度 50%まで直線的に低下 

高度： 最大 2,000m 
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安全 
正確かつ安全な状態で製品を維持する手順を確認します。ここで指定した対策以外にも一般に認められた

安全手順に従う必要があります。本製品を組み込んだシステムの全体的な安全性は、システム設計者の責任

となります。 

シンボル 
これらのシンボルは、重要な安全上の懸念を警告するために機器またはマニュアルに表示されます。 

 潜在的な機器の損傷に対する注意または人身傷害に対する警告。傷害または損傷を防ぐため

に、付随する情報にも注意をしてください。条件が完全に理解され、満たされるまでは続行

しないでください。 

 高電圧に対する警告。感電や火傷のリスク 

 静電気放電(ESD)に対する注意。帯電防止対策が講じられていない場合、損傷を受けやすい部

品およびアセンブリが含まれています。 

 計測グランド接続 

 安全(保護)接地接続 

 この記号は"交流"を示します。 

  直流 

使用上の注意 
適切な電源アダプタを使用してください。機器に同梱された ACアダプタのみ使用してください。別の ACア

ダプタを使用すると、外部 ACアダプタ間のピン配列の違いにより、機器が損傷する可能性があります。 

適切な電源コードを使用してください。オシロスコープに同梱される使用国で認定された電源コードのみ

を使用してください。 

グランドを接続してください。この製品は電源コードのグランド導体を介して接地されます。感電を防ぐた

め外部 ACアダプタは安全接地端子付き ACコンセントに接続してください。 

適切に着脱してください。動作中の電圧源に接続したままプローブもしくはテストリードをオシロスコー

プに着脱しないようにしてください。 

静電気放電(ESD)予防措置の実施。デジタル・リードセットとプローブ・チップは ESDに敏感です。テスト

対象のデバイスに接続するときは、常に接地リストストラップを着用してください。 

取り扱注意。ケーブルやプローブ・チップに過度のストレスをかけないでください。ケーブルを強く曲げ

ないでください。使用していないときは、プラスチック保護ケースに注意深く保管し、はんだ付けプロー

ブ・チップの損傷を防いでください。  
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全ての入力定格を守ってください。全ての入力端子に最大定格を超えた入力電圧を加えないでください。最

大入力定格については機器前面の表示を参照してください。 

屋内でご使用ください。アクセサリは室内使用を前提としており、清浄で乾燥した環境下で御使用くださ

い。高湿もしくは爆発性雰囲気中では決して使用しないでください。 

製品の表面を清潔で乾いた状態に保ってください。手順については p.22のクリーニングを参照してくださ

い。 

冷却用通気孔を塞がないでください。 

カバーや内部の部品を取り外さないでください。すべてのメンテナンスは資格のあるサービス担当者にお

任せください。 

故障が疑われる場合は操作しないでください。部品が損傷している場合は製品を使用しないでください。明

らかに間違った測定動作は、危険なライブ電圧による障害を示している可能性があります。直ちに操作を中

断し、誤った接続から機器を隔離してください。 

冷却 
この機器は、内部ファンと通気口を備え強制空冷を行っています。周囲温度に応じてファン速度を調整する

内部ファン制御回路も組み込まれています。これは起動後に自動的に実行されます。 

機器のどの部分の空気の流れも妨げない様に注意してください。本機器側面および背面と隣接物との離間

は 15cm以上開けてください。足は底面の隙間を適切に保ちます。 

冷却用通気孔を塞がないでください。機器の下の領域には、常に紙や他の物を置かないでください。 
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技術概要 
HDA125は、最大 12.5GS/sで波形データをデジタル・サンプリングする外部デバイスです（最大 6Gb/sのデ

ジタル信号の捕捉が可能）。ロジック・アナライザとは異なり、タイミング解析モードでのみ動作するため、

正しいデジタルエッジ位置を決定するためにオーバーサンプリングが必要であり、ユーザーがクロックを

入力する必要はありません。 

シングルまたは NORMALトリガ・モードの場合、HDA125は各デジタルチャンネルの電圧レベルを繰り返しサ

ンプリングします。電圧が閾値電圧より大きい場合、HDA125 は内部メモリに 1 を保存します。それ以外の

場合、0が格納されます。 

信号がデジタル 0 または 1 の値として分類される閾値電圧は、ユーザーが設定します。値は 5mV の設定分

解能で-5V〜+5V の範囲で設定できます。最小値 50mV（非常に高速な信号の場合）および最大値 600mV（非

常にノイズの多い信号の場合）のヒステリシス・コントロールも利用できます。千鳥状のプロービング構成

の調整のために、デジタル信号をデスキューすることもできます。これらの調整はすべて、チャネルごとに

行うことができます。 

HDA125は、オシロスコープが STOPトリガ・モードになるまで入力をサンプリングし続けます。データは内

部メモリに保存され、定期的に USB3.1ケーブルを介してオシロスコープに転送されます。オシロスコープ

が SINGLEまたは NORMALトリガ・モードでトリガした場合、データはトリガ条件が満たされた場合にのみ転

送されます。キャプチャされたデータは、時間を調整されオシロスコープ・グリッドに表示されます。 

HDA125は、入力データをサンプリングし、同時にトリガ条件を検索します。 

USB3.1ケーブルは、オシロスコープから HDA125へのトリガ条件のダウンロードと、HDA125からオシロスコ

ープへのデジタル・データのアップロードを提供します 
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HDA125 のセットアップ 

標準部品 
HDA125は以下のハードウェアとともに 9チャンネル・キットまたは 18チャンネル・キットとして納品さ

れます。 

パーツ HDA125-18 

-LBUS 

HDA125-09 

-LBUS 

HDA125-18 

-SYNC 

HDA125-09 

-SYNC 

HDA125 高速デジタル・アナライザ 1 1 1 1 

HDA-DLS-18QL 18-チャンネル・リードセット 1 0 1 0 

HDA-DLS-18QL 9-チャンネル・リードセット 0 1 0 1 

QuickLink ソルダイン・チップ (QL-SI) 18 9 18 9 

LBUSケーブル 1 1 0 0 

SYNCケーブル 0 0 1 1 

BNCケーブル 0 0 1 1 

USB3ケーブル 1 1 1 1 

電源ケーブル 1 1 1 1 

PCF200デスキュー・フィクスチャ 1 1 1 1 

交換チップ抵抗 10 5 10 5 

両面接着バッド 40 20 40 20 

QuickLinkチップ・ラベル 40 20 40 20 

オシロスコープ・ソフトウェア 
HDA125 を正常に認識させるにはバージョン 8.1.x.x 以上のオシロスコープ・システム・ソフトウェアが必

要です。オシロスコープで最新バージョンのソフトウェアを使用することを常にお勧めします。このソフト

ウェアは、次のサイトから無料で入手できます。 

teledynelecroy.com/support/softwaredownload 
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デジタル・リードセットの取り扱い 
デジタル・リードセットと QuickLinkソルダイン・チップの取り扱い、保管の際には注意してください。ケ

ーブルや相互接続リードに過度のストレスをかけたり、ケーブルを急激に曲げたりしないでください。使用

していないとき、ソルダイン・チップはプラスチック保護ケースに保管してください。 

デジタル・リードセットとプローブ・チップは静電気放電（ESD）に敏感です。機器の使用または

取り扱いの際には、常に静電気防止手順に従い（リストストラップを着用など）、損傷を防いでく

ださい。 

操作順序 
すべてのコンポーネント（HDA125 およびリードセット）がシステム・ソフトウェアによって正しく認識さ

れるようにするには、次の操作順序を推奨します： 

1. オシロスコープ・アプリケーションを閉じるか、オシロスコープをシャットダウンします。 

2. HDA125へデジタル・リードセットを接続します。 

3. HDA125をオシロスコープへ接続します。 

4. HDA125を電源オンします。 

5. オシロスコープ・アプリケーションを立ち上げます（または、電源がオフの場合、オシロスコープ

の電源を投入します）。 
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デジタル・リードセットの接続 
HDA125 前面のデジタル入力へデジタル・リードセットを接続します。コネクタが所定の位置に”カチッ”と

収まるまで押し込みます。 

リードセットを取り外すときは、コネクタヘッドの両側にあるタブを押して引き出します。 

タブを押して、デジタル・リードセットを取り除きます。 
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HDA125 のオシロスコープへの接続 
LBUS インタフェースつきオシロスコープ 
HDA125背面の LBUSコネクタからオシロスコープ背面の LBUSコネクタに LBUSケーブルを接続します。くさ

びがコネクタ上部の溝に収まるように、ヘッド上下が合っていることを確認してください。つまみネジを締

めます。 

USB3ケーブルを両方の機器の USBポートに接続します。 

メモ：USB2 ポート装備のオシロスコープでも USB3 ケーブルは使えますが、転送速度は低下します。

WaveMaster 8Zi-B上の背面 USB3ポートの使用を推奨します。 

電源ケーブルを DC INに接続し、接地端子つきコンセントに差し込みます。 

ケーブルが接続された HDA125背面 
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ChannelSync インタフェースつきオシロスコープ 
ChannelSyncインタフェースは HDA125と LabMasterシステムの接続に使用されます。 

メモ：LabMasterマスター・コントロール・モジュールに基づくシステムでは、HDA125を接続する前に、少

なくとも 1つの捕捉モジュールを MCM Ziに接続してください（LabMasterオペレーターズ・マニュアルを

参照）。 

1. SYNCケーブルを LabMaster MCM Ziの使用可能なひとつめの SYNCコネクタから HDA125の SYNCコネ

クタに接続します。 

2. BNCケーブルを MCM Ziの背面”REF OUT 10MHz”コネクタから、HDA125背面”REF IN/OUT”コネクタへ

接続します。 

3. USB3ケーブルを両方の機器の USBポートに接続します。 

4. 電源ケーブルを DC INに接続し、接地端子つきコンセントに差し込みます。 
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QL-SI チップのデジタル・リードセットへの接続 
QL-SIチップをテスト対象のデバイスにはんだ付けし、チップのコネクタヘッドをリードセット・ポッドに

挿入して、チップの色をポートの色に合わせます。 

QL-SIチップのデジタル・リードセット・ポッドへの挿入 

 

チップは、5つの繰り返し色を使用しています。必要に応じて、はんだ付け後にチップを別のポートに切り

替えるために、チップの色分けクリップを変更できます。 

9チャネルの場合、5つのチップを 1つのポッドに接続し、4つのチップを他のポッドに接続します。 

18チャネルの場合、4つのポッドすべてを使用して手順を繰り返します。 

  

リードセット・ポッド 

QL-SIチップ 



オペレーターズ・マニュアル 

11 

QL-SI チップの QuickLink アダプタへの接続 
QL-SIチップは、信号をアナログ波形として表示するために、QuickLink™アダプター（HDA125とは別売）

を使用して、WaveLink™低帯域幅または中帯域幅のモジュール式差動プローブに接続できます。 

テスト対象のデバイスからチップを取り外す必要はありません。QL-SIコネクタヘッドをデジタル・リード

セット・ポッドから取り外して、QuickLinkアダプタに挿入するだけです。 

QuickLinkアダプタを使用して QL-SIチップを WaveLinkプローブに切り替えます。 

 

  

QL-SIチップ 

QuickLinkアダプター 

Dx30/Dx20/Dx10 

差動プローブ 

リードセット・ポッド 
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デスキュー 
HDA125を使用する前に、適切な信号タイミングを保証するために信号パスのデスキューが重要です。 

HDA125 は通常、組み込みアプリケーションで使用されるため、オシロスコープのアナログ・チャネルで信

号をキャプチャする差動アナログ・プローブと組み合わせて使用することを想定しています。 

ここで概要を説明するデスキュー手順は、この使用場面に最適化されていますが、他の状況に簡単に応用す

ることができます。 

同じ理由で、HDA125によって捕捉された信号のデフォルトの「基準面」は、Teledyne LeCroy WaveLinkプ

ローブの公称伝搬遅延に対応することに注意してください。つまり、HDA125を WaveLinkプローブと組み合

わせて使用する場合は、スキューの微調整のみが必要です。 

必要機器 
⚫ WaveLink probe(s) 

⚫ PCF200 

⚫ 50Ω終端 

 

メモ：あるいは、LPA-K-Aアダプタと SMAケーブルを使用して、PCF200を利用可能なオシロスコープチ

ャネルに終端することもできます。 
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手法 
使用前にオシロスコープを最低 20分ウォーミングアップします。 

1. 捕捉する信号に合わせてアナログチャンネルの V/divとオフセットを適切に設定します。チャンネ

ルの Probeダイアログで、使用しているチップに対して正しい選択を行ってください。 

2. PCF200の上部信号パス（黒のクリップ付き）をオシロスコープの Fast Edge出力に接続します。 

3. （まだテスト対象ボードにはんだ付けされていない）QL-SIチップの先端を PCF200のクリップで挟

みこみます。プラス側は（2つの白い帯ではさまれた）信号トレースに接続し、マイナス側は（白い

帯の外側の）グランドプレーンに接続する必要があります。プラス側は、＋記号で先端に示されて

います。 

4. 上部信号パスのエンドには 50Ω終端を装着します。もし 50Ω終端が用意できない場合は、SMAケ

ーブルを使用して PCF200をオシロスコープの入力で終端することも出来ます。 

5. QL-SIチップを HDA125リードセット・ポッドの空きスロットに接続します。 

6. メニューバー>Vertical>Digital1 Setupを選択し、PCF200に接続するラインのみで Digital1グル

ープを作成します。Digital1ライン表示をオンにします。手順については、このマニュアルの後半

を参照してください。 

7. Logic Setupタブで、ラインの Thresholdを-100mVに設定します。 

8. Triggerダイアログを開くにはトリガ・ディスクリプタをタッチします。オシロスコープのトリガ・

タイプを”Edge”に設定し、トリガ・ソースを”FastEdge”にします。 

9. タイムベース・ディスクリプタをタッチして Timebaseダイアログを開きます。画面に立ち上がりま

たは立ち下がりエッジが見えるように、タイムベースを約 2ns/divに調整します。タイムベースの

遅延を 0に設定します。 
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全て適切に設定されたならば、オシロスコープの画面は以下の様になるはずです。 

10. Digital 1ディスクリプタ・ボックスをタッチし、Digital 1ダイアログを開きます。続いて Store

ボタンをタッチし、FastEdgeトレースをメモリ・トレースに保存します。 

11. HDA125リードセット・ポッドを PCF200アダプタから取り外し、最初のプローブをスキュー調整す

るために接続します。  
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12. Cxディスクリプタ・ボックスをタッチして、チャンネル・ダイアログを開き、チャンネルの Deskew

値を 50%立ち上がりポイントが、以下に示す様にメモリに保存されたトレースの立ち上がりエッジ

に一致する様に調整します： 

 

13. 次に、タイムベースを約 20ps/div にし、Deskew 値を調整して、50％立ち上がりエッジ・ポイント

が時間の中央にくるようにします。 

14. ステップ 11から 13を使用する全てのプローブに対して繰り返します。 
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デジタル設定 
物理的な接続の完了後、オシロスコープでメニューバー>Vertical>Digital1 Setupを選択し、Mixed-signal

設定ダイアログにアクセスします。 

デジタル・ロジック設定 
Digital Logic設定タブでは、ロジック捕捉システムを構成でき、プロービングされたアナログ入力信号が

デジタル・データとしてデジタイズされる方法を指定します。 

各デジタル・ラインに対して、ロジック閾値、ヒステリシス・レベルおよびデジタル・スキューを入力しま

す。 

メモ：これらの調整はいずれも「ソフトウェアのみ」ではなく、すべてデジタル捕捉システムで直接行われ

るため、トリガに影響します。これは、特にスキューコントロールが「千鳥状」にはんだ付けされたプロー

ブに対処するのに非常に役立つことを意味します。 

Threshold レベル 
Thresholdレベルは入力信号をどのようにデジタイズするかを決定します。閾値未満の入力電圧は０と変換

され、閾値よりも大きな入力電圧は１と変換されます。 

レベルは-5Vから+5Vまで設定することができます。 

Hysteresis(電圧スイングの最小電圧） 
デフォルトのヒステリシス設定は 100mVであり、ほとんどの信号でうまく機能するはずです。入力信号のノ

イズが非常に大きい場合は、ヒステリシスを大きくして、デジタル捕捉がノイズの影響を受けにくくするこ

とができます。入力信号が非常に高速で低振幅の場合は、ロジックレベルを正しく解釈するために、より低

いヒステリシス値を推奨します。 

Skew 
スキュー設定は、信号が時間調整されているが、QL-SIチップが「千鳥状」にはんだ付けされており、スキ

ューが生じている場合に便利です。スキュー設定により、これらの信号をハードウェアで再調整でき、正し

い解釈とトリガが可能になります。 

メモ：HDA125入力固有のスキューは非常に低く、1サンプル周期未満であるため、この設定を使用して機器

のスキューを補正する必要は通常はありません。 
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デジタル・グループの設定 
この手順では、デジタル・ラインをバスに対応するグループに編成します。ラインは一般に物理的な QL-SI

チップに対応しますが、任意のチップを任意のライン番号（および色）に割り当てることができます。これ

によりテストデバイスからチップを外すことなくグループ設定が容易になります。 

合計 4つの異なるグループを設定できます：Digital1～Digital4.各グループは、独自のデジタル設定ダイ

アログで指定されます。ラインは 1つ以上のデジタル・グループに割り当てることができます。 

1. メニューバー>Vertical>Digital 1 Setupを選択し、Digital設定ダイアログを表示します。 

2. 設定したいグループに対応するダイアログを開きます（例：Digital1)。グループに加えたいライン

のボックスをチェックします。必要なライン番号がない場合は、表示されるまで左または右矢印ボ

タンをタッチします。 

3. All Lines Offおよび All Lines Onボタンを使って素早くラインの選択/非選択を切り替えられま

す。 

ダイアログの最下段には各ラインのライン・アクティビティ・インジケーターがあります。D0～D8 だけが

アクティブであっても、可能性のある全 18 ラインが表示されます。各ラインが Hi /Low /トグル

のどの状態にあるか示します。 

デジタル・ラインの名称変更 
インタフェースをより直感的にするために、各ラインにユーザー定義の名前を付けることができます。 

Digital xダイアログ左端の Labels欄で Customを選択します。 

そうすると Dx選択チェックボックスのすぐ下には”Custom x”と表示されます。Custom xをタッチして表示

される仮想キーボードを使用し新しい名前を入力します。完了したら OKをクリックします。 

そうすると元のライン番号ではなく、新しいライン名が Dxボタンに表示されるようになります。番号はチ
ェックボックスの上に残ります。 

メモ：表示される文字の数は、オシロスコープのディスプレイの解像度によって異なります。ラインを簡単

に識別できるように、名前を短くしてください。 
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デジタル・トレースの表示 
Trace Onが有効になっている場合、デジタルライントレースは閾値に対する各ラインの状態を示します。 

個々のトレースは、行番号（D0-D17）の下のボックスをチェックすることにより表示できます。 

トレースの配置 
Position では、表示が始まるグリッドのゼロラインを基準にした division 数（正または負）を入力しま

す。最初のトレースの上端がこの位置に表示されます。 

Line Heightでは、各ラインが占めるグリッドの division数を入力します。選択されたすべてのトレース

（Lineまたは Bus）がこのサイズのスペースに表示されます。 

個々のトレースは、使用可能な division 数に合わせてサイズ変更されます。以下の例では各トレースは 1

つの divisionを占めています。 

トレースのグループ全体を別のグリッドに移動するには、ダイアログの右下にある Next Gridボタンをタ

ッチします。 

トレース・スタイルの変更 
ダイアログ左端で Display Mode の設定を変更して、グループ内のすべてのラインを 16 進値に折りたた

むデジタル Busトレース、または Lineと Bus両方を表示することもできます。 

各ラインのサイズと配置は、ライン数、垂直位置とグループ高さの設定に依存します。 

グループ高さ 4division、開始位置 4のデジタルライントレース（上段グリッド） 

グループ高さ 1division、開始位置 4のデジタルバストレース 

表示の保存 
全グループおよび表示設定を内部メモリに保存するには、ダイアログ右端にある Store ボタンをタッチし

ます。将来、この設定をグリッドに呼び出すには、Math>Memory Setupを選択し、それぞれのメモリの

Trace Onを選択します。
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デジタル・トリガ 

トリガ・ダイアログへのアクセス 
トリガ設定ダイアログへアクセスするには以下のうちのひとつを実行します： 

⚫ トリガ・ディスクリプタ・ボックスをタッチする。 

⚫ フロントパネルの Trigger Setupボタンを押す。 

⚫ メニューバーから Trigger>Trigger Setupを選択。 

メイン Triggerダイアログにはトリガ・タイプの選択があります。トリガ・タイプの選択に応じて他のコン

トロールが現れます(例：Edgeトリガの場合 Slope等）。 

これらは、各トリガのセットアップ手順で説明されています。 

エッジ・トリガ 
Edgeトリガは、波形の正または負のエッジが指定したレベルに達したときにトリガします。 

これは標準的なオシロスコープのデフォルト・トリガ選択です。 

トリガ・ダイアログにおいて、Edgeトリガを選択し、設定を表示させます。 

1. Sourceデジタル・ラインを選択します。 

2. トリガする Slopeを選択します。 

3. まだロジックを設定していない場合は、Go to Digital Logic Setupをタッチして、トリガ・ソー

スのラインの Threshold、Hysteresis、Skewを設定します。 
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パターン・トリガ 
デジタル・パターンは、HDA125がオシロスコープに接続されている場合のデフォルトのトリガです。 

ただし、パターン・トリガは、アナログ・チャネルの Hi電圧または Low電圧レベルのユーザー定義パター

ン（外部トリガ入力を含む）、またはデジタル・パターンとアナログパターンの組み合わせで設定すること

もできます。 

トリガ・ダイアログにおいて、パターン・トリガを選択します。Digital Patternダイアログを開き、コン

トロールを表示します。 

Logic Bus を使用したデジタル・パターン 
ロジック・バスを使用する方法では、Digital設定ダイアログですでに定義したデジタル・グループとロジ

ックを利用してパターン設定を簡略化できます。デジタル・パターンは、１つのバス（グループ）に手動で

設定するか、または 16進数の値を適用して設定することができ、その他のラインは無効となります（“Don’t 

Care”）。 

 

1. Digital Patternダイアログの右端で、Logic Busを選択します。 

2. Sourceとしてデジタル・グループを選択します。 

3. パターンを定義する 16進値(Value)を入力します。 
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Logic を使用したデジタル・パターン 
もし、まだデジタル・グループの設定を行っていない場合は、ロジック設定画面を使ってライン毎にデジタ

ル・パターンを設定することができます。全ての使用可能なラインは選択可能な状態となります。 

1. Digital Patternダイアログの右端で、Logicを選択します。 

2. 必要に応じて、Filter Out Unstable Conditionsの選択を解除します。このデフォルトフィルタ

は、320ps 未満のロジック状態トリガの短いグリッチを無視します。これは、論理状態間の遷移が

完全に同期されておらず、遷移中に意図しない状態が捕捉される場合に役立ちます。 

3. パターンの 16 進値(Hex)を入力します。ラインはパターンに応じて論理 1、0 または X（"Do not 

Care"）をとります。無効になっている行は Xのままです。 

4. アクティブなライン毎に Dx ボタンを押し、論理しきい値と比較して Highまたは Lowのどちらにす

るかを選択します。選択内容に応じて、論理 1（High）または 0（Low）がダイアログに表示されま

す。パターンから除外するラインは Xを選択したままにします。 

ヒント:左右の矢印ボタンを使用して、他のデジタル・ラインを表示します。 

エッジ条件 
デジタル・ロジック・パターンの代わりに、任意のラインにエッジ条件を設定することができます。Dx ボ
タンを押して Edgeを選択します。エッジ条件は、トリガ条件全体で常に論理 ORをとります。 

ロジック設定 
グループロジックをまだ設定していない場合は、Levelダイアログを開き、Go to Digital Logic Setupを

タッチします。各ラインに対して、Threshold、Hysteresis、Skewの設定を行います。デジタル・ロジ

ック設定をご覧ください。 

メモ：デジタル・ラインは、デジタル・グループを定義するときに作成されたロジック設定を継承します。 
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保守 

クリーニング 
水またはイソプロピルアルコール溶液で湿らせた柔らかい布を使用して、機器の外面のみを清掃してくだ

さい。強い化学薬品や研磨剤を使用しないでください。いかなる場合でも、機器を水没させたり水分を浸透

させたりしないでください。 

注意：内部部品を清掃しないでください。資格のあるサービス担当者にお任せください。 

校正 
HDA125ハードウェアは定期校正を必要としません。 

ただし、HDA125を使用するオシロスコープは、毎年工場校正を実施することを推奨します。「サービス部へ

の返送」をご覧ください。 

ファームウェア・アップデート 
テレダイン・レクロイは、オシロスコープの機能を継続的に改善することにより、最先端の性能を提供しま

す。アクセサリ類のサポートを含むオシロスコープのファームウェア・アップデートを頻繁にリリースして

います。 

オシロスコープ・プラットフォーム用の無料のファームウェア・アップデートは以下からダウンロードでき

ます。 

teledynelecroy.com/japan/support/firmware/default.asp 

当社のソフトウェアは絶えず変化しており、アクセサリは複数の異なるオシロスコープで使用されること

が多いため、このマニュアルに表示されるダイアログは、オシロスコープで表示されるものと正確に一致し

ない場合があります。ただし、機能は同じですのでご安心ください。関連する場合は、手順にプラットフォ

ーム固有の情報を記載します。 

  

https://teledynelecroy.com/japan/support/firmware/default.asp
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製品の修理 
修理の必要が生じた製品は、テレダイン・ジャパン株式会社、または担当の代理店にご返却ください。保証

期間内の製品に関しては無償で修理いたします。保証期間を過ぎた製品に関しては、弊社修理規定による修

理費を請求させていただきます。 

お預かりから納品まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご依頼は Web、または Emailにて承ります。 

Web：www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html 

Email：lecroy.service.japan@teledyne.com 

製品番号と不良の内容をご確認ください。 

 

 

 

弊社サービス窓口担当者よりご連絡させていただきます。弊社から梱包箱

をお届けする引き取りサービスもございますので、サービスをご要望の方

はご相談ください。 

お急ぎの方は、申し込み時のフォームにご記入の上、印刷したものを現品

添付してご発送ください。 

 

お預かりしてから 1 週間以内に診断結果を報告します。有償修理の場合

は、合わせて見積書をご案内させていただきます。診断が難航し見積書提

出までに 1 週間以上を要する場合や症状が表れていない時などにつきま

しても、1週間以内に途中経過を報告いたします。 

 

 

 

見積書承認欄への署名や注文書を弊社へ頂いた時点で作業着手となりま

す。 

キャンセルの場合、診断料や送料を含む費用の請求はございません。診断

のため、分解していることがあり、復旧までにお日にちをいただきます。 

 

作業完了後、ご指定の場所へ返却いたします。お申し込み時に Emailアド

レスをご記入いただきますと、納品時に発送伝票番号をお知らせします。 

ご請求先と返却先が同じ場合、納品時に請求書を合わせてお送りします。

請求先が異なる場合や代理店を通して修理をご依頼いただいている場合

は、後日請求書を指定先にお送りします。

修理校正のお申し込み 

お預かり・発送 

診断および見積もりのご案内 

作業着手 キャンセル 

作業完了～納品 

注意：保証期間は弊社販売履歴より判断します。 

注意：見積書ご確認の際はお支払条件をご確認ください。弊社販

売代理店でも修理依頼を承ります。 

http://www2.odn.ne.jp/aaf80240/form-repair2010.html
mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
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その他ご連絡先、および御依頼品の送り先 

テレダイン・ジャパン株式会社サービスセンター 

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5 芳文社府中ビル 3F 

TEL: 042-402-9401 

FAX: 042-402-9583 

Email: lecroy.service.japan@teledyne.com 

 

修理を依頼する前にご確認いただきたい情報 

⚫ 型式、シリアル番号 

⚫ 症状 

⚫ 現象を再現させるために必要な条件(弊社で現象確認できない場合、そのまま返却します。信号入力

が必要になる場合は、ファンクションジェネレータで発生できる波形の条件をお知らせください) 

⚫ 発生頻度 

 

テクニカル・サポート 
インストール、校正、およびソフトウェア、アプリケーション全般にわたるサポートについては、お近くの

お客様サポート・センターにお問い合わせください。 

Teledyne LeCroy のテクニカル・サポートセンター 
電話： 042‐402‐9400 

Fax： 042‐402‐9586 

Web： http://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp 

Email： lecroy.contact.japan@teledyne.com 

 

 

 

mailto:lecroy.service.japan@teledyne.com
http://teledynelecroy.com/japan/support/default.asp
mailto:lecroy.contact.japan@teledyne.com
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規格認証 
テレダイン・レクロイは、公開時点で以下の基準に準拠していることを保証します。最新の認証については、

納品時に製品に付属する適合宣言文書を参照してください。 

EMC 適合 
EC 適合宣言書-EMC 

本製品は電磁環境両立性に関する EC指令 2014/30/ECに適合します。本製品は、欧州共同体の公式ジャーナ

ルに記載されている以下の仕様に適合します。 

EN 61326-1:2013,EN 61326-2-1:2013 電子計測、制御、実験室使用機器への EMC要件 1 

電磁放射： 

EN 55011:2010、放射および伝導エミッション、グループ１、クラス A 2 3 

EN 61000-3-2/A2:2009 高調波電流エミッション、クラス A  

EN 61000-3-3:2008 電圧変動およびフリッカ、Pst=1 

電磁イミュニティ： 

EN 61000-4-2:2009 静電気放電、4kV 接触、8kV 空気、4kV垂直/水平結合面 4 

EN 61000-4-3 A2:2010 RF 放射電磁界、3V/m、80～1000MHz；3V/m、1400MHz～2GHz；1V/m、2GHz～2.7GHz 

EN 61000-4-4/A1:2010 電気的高速過渡/バースト、1kV 電源ライン、0.5kVの I/O信号データと制御ライン 

4 

EN 61000-4-5:2006 電源ラインサージ、1kV AC電源、L-N、L-PE、N-PE 4 

EN 61000-4-2009 RF伝導性電磁界、3Vrms、0.15MHz～80MHz 

EN 61000-4-11:2004 電源ディップおよび瞬断、0%/1cycle、70%/25cycle、0%/250cycle 4 5 

1. 該当する全ての EMC 規格への準拠を確実にするために、高品質のシールド付きインタフェース・ケーブルを使用する必

要があります。 

2. 本機器が試験対象物に接続されている場合、この規格で要求されるレベルを超えてエミッションが発生する場合があり

ます。 

3. 本製品は住宅地以外のエリアでの使用のみを想定しています。住宅地での使用には電磁波障害を引き起こすことがあり

ます。 

4. それぞれの規格の性能基準”B”限度に合致：変動中、製品は一時的な機能悪化あるいは、機能または性能喪失を受けるが

自動的に復帰。 

5. EN61000-4-11 の 70%/25サイクルの電圧ディップと 0%/250サイクルの電圧割り込み試験には性能基準”C”を適用します。 

 

欧州連絡先：* 

Teledyne LeCroy Europe GmbH Im Breitspiel 11c 

D-69126 Heidelberg 

Germany 

Tel:(49) 6221 82700  



HDA125 高速デジタル・アナライザ 

26 

オーストラリア・ニュージーランド適合性宣言－EMC 

本プローブはオーストラリアの通信およびメディア局により規定された要件に従って以下の規 

格ごとに電波通信法の EMC規定に適合しています： 

AS/NZS CISPR 11:2011 放射および伝導、グループ１、クラス A 

オーストラリア／ニュージーランド連絡先:* 

RS Components Pty Ltd. 

Suite 326 The Parade West 

Kent Town, South Australia 5067 

RS Components Ltd. 

Unit 30 & 31 Warehouse World 

761 Great South Road 

Penrose, Auckland, New Zealand 

*最新の連絡先は teledynelecroy.com/support/contact を参照ください 

安全規格適合 
EC 適合宣言書-低電圧 

本製品は製品安全性に関する EC指令 2014/35/ECに適合します。本製品は、欧州共同体の公式ジャーナルに

記載されている以下の仕様に適合します。 

EN 61010-1:2010 電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件－パート 1:一般的要件 

IEC/EN 61010-2:030:2010 電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件－パート 2-030 :試験およ

び測定回路の特定要求事項 

EN 61010-031:2015 電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件－Part031:電子計測および試験の

為のハンドヘルド・プローブ・アッセンブリの安全要件 

環境適合 
使用済み機器の取り扱い 

本製品には、電気・電子機器廃棄物（WEEE）およびバッテリに関する指令 2012/19/EC

および 2013/56/ECへの欧州連合の要件に準拠していることを示す記号が付いています。 

本機器は国や地域によって異なる廃棄・リサイクル規制の対象となります。多くの国で

は一般的な廃棄物として電子機器を廃棄することを禁じています。お客様のテレダイ

ン・レクロイ製品の適切な処分とリサイクルの詳細につきましては

teledynelecroy.com/recycleをご参照ください。 

 

 

有害物質規制(RoHS) 

本機器とアクセサリは 2011/65/EU RoHS2指令に準拠しています。 
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保証 
以下の保証は、他の一切の明示または黙示の保証（商品性、特定目的・使用への適合性を含むがこれに限

られません）に優先します。Teledyne LeCroyは、契約上の記述の如何にかかわらずいかなる特別な偶発

的、または結果的な損害に対して責任を負わないものとします。顧客はサービス施設への返送のための輸

送費および保険料について責任を負います。TELEDYNE LECROYは、すべての保証対象製品を輸送費を負担

して返送します。 

本製品は通常の使用および操作に対し出荷後 3年間仕様の範囲内であることを保証します。Teledyne 

LeCroyは、この期間内に当社の認定サービスセンターに返送された製品を修理するか、当社の判断により

交換します。 

しかしこれを行うには、まず製品を検査し、製造または材料による故障であり、誤使用や警告無視、事故

または正常でない条件や操作によるものでないことを確認する必要があります。 

Teledyne LeCroyは、以下の場合のいかなる不具合、損傷または障害に対して責任を負いません：a）

Teledyne LeCroy認定者以外の人員による修理または設置、b）互換性のない機器への不適切な接続、また

は c）Teledyne LeCroy製以外の付属品の使用。さらに、Teledyne LeCroyは、改造または組込みが作業時

間または製品保守の困難さを増加させる場合、改造または組込みされた製品を修理する義務を負わないも

のとします。スペアパーツと交換パーツおよび修理には 90日間の保証が適用されます。 

Teledyne LeCroyが製造していない製品は、元の機器メーカーの保証の対象となります。 
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